
広 報 た か も り 第304号   (8)昭和59年 12月 1日昭和59年 12月 1日広 報 た か も り(1) 第 304号

町
民
文
芸

肥

後

狂

句

か
も
知
れ
ん
　
だ
が
そ
れ
丈
じ
ゃ
踏
み
込
め
ん

き
ち
ィ
道
理
　
孫
利
子
ま
で
も
払
い
お
る

す
で
に
秒
読
み
　
隣
の
部
屋
で
待
つ
悔
み

軽
は
ず
み
　
張
本
人
に
喋
っ
と
る

す
で
に
秒
読
み
　
も
う
祝
電
の
山
小
積
み

か
も
知
れ
ん
　
里
帰
り
に
は
長
す
ぎ
る

助
平
が
　
混
ま
ん
電
車
に
ゃ
乗
ら
っ
さ
ん

す
で
に
秒
読
み
　
ち
ら
つ
き
出
ァ
た
優
勝
旗

さ
ァ
師
走
　
パ
ト
カ
ー
の
日
の
吊
り
上
る

か
も
知
れ
ん
　
胃
カ
メ
ラ
呑
う
で
み
る
か
い
た

か
ら
こ
ろ
と
落
葉
奏
で
る
月
の
夜

山
の
温
泉
に
山
の
幸
あ
り
む
か
ご
め
し

今
日
も
亦
落
葉
は
き
寄
せ
日
幕
か
な

大
阿
蘇
の
大
噴
煙
も
冬
迎
ふ

帰
る
道
無
き
夢
さ
め
て
夜
長
か
な

紅
葉
の
梢
に
走
る
白
い
雲

牛
追
ふ
子
む
ち
打
つ
手
に
は
柿
ひ
と
つ

風
吹
か
ば
風
に
ま
か
せ
し
紅
業
散
る

明
日
の
日
を
待
て
ず
し
ず
か
に
木
の
葉
落
つ

天
気
予
報
間
違
ひ
願
ふ
秋
納
前
夜

峡
の
戸
の
上

へ
上

へ
と
柿
の
秋

〓
二
三

TEL(高 森局09676)② ll11〔代表〕

人 口

-10月 31日 現在―

9,040人 昇 :::1:::l炎

世帯数………………… 2,581

転入 30  出生 11

転出 26  死亡 2
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宗

吹

廉

麻

後
藤
　
　
固

後
藤
や
よ
い

後
藤
　
チ
エ

森
　
　
政
隆

後
藤
　
満
生

後
藤
　
法
龍

本
田
　
訓
子

後
藤

春
嵐

熊
谷
　
紫
雲

狩

留

山

和

刈

狩

原

津
　
　
　
　
　
中

戸

上

村

昭

百

戸

西

●

●

（
Ｕ

″
国
鉄
高
森
線
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
″

●

高
森
中
学
校
の
昭
和
二
―
九
年
度

事
業
生
で

結
成
し
て
い
る

＝
年
グ
ル
ー
フ

「
紫
峰

会
」

（桐
原
利
光
会
長
、
―
人
）
は
、
二
日
、
町
内
の
特
別

養
護

老
人
ホ
ー
ム

「
梅
呑

苑
」
を
訪
れ
、
モ
チ
つ
き
で
お
年
寄
り
た
ち
を
慰
め
ま
し
た
。

紫
峰
会
は
地
元
に
残
る
同
級
生
の
き
ず
な
を
深
め
よ
う
と
昨
年

一
月
に
結
成
さ
れ
た
グ

ル
ー
フ
。
隔
月
に
期
ぼ
く
会
を
―サ１１
い
て
生
活
改
善
や
地
域
活
動
の
進
め
方
を
話
し
合

っ
て

お
り
、
今
度
の
と
人
ホ
ー
ム
慰
‐――‐
が
初
め
て
の
社
会
奉
仕
。

こ
の
日
は
―
八
十
口
の
モ
チ
米
が
ま
た
た
く
ま
に
つ
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
あ
ん
入
り
、

ヨ
モ
ギ
、
ト
ウ
キ
ビ
モ
チ
な
ど
１
に
し
た
お
年
寄
―，
た
ち
は
大
喜
び
。
同
苑
も
地
た
の
好

意
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

阿 森
部
タ
ツ 正
エ ァヽ

愛

の

モ

チ

/う

き

慰

問

発行 阿蘇 郡 高 森 町 役 場

お も な 内 容

□ 第ニセクター正式決定 (高森線)…… ……

国 民間拠出金を募集…… ………………………

ロ サッパリしてください

(悔香苑が入浴サービス)…

□ 食べ残すとたいへん (色見のめし食い祭り)

□ 中央公民館だより… ………………… ………

散
り
初
む
る
紅
葉
の
一
日
重
ね
つ
ゝ

老
僧
の
咳
多
く
し
て
お
取
越

何
や
彼
と
ま
と
め
役
し
て
木
の
業
髪

待
望
の
雨
と
な
り
た
る
初
時
雨

御
仏
は
供
物
の
柿
に
飽
か
れ
ず
や

山
の
幸
集
め
て
楽
し
里
の
秋

一
而
に
落
葉
散
り
敷
く
留
守
の
家

境
内
に
布
団
干
し
あ
り
秋

一
と
日

小
春
日
の
つ
づ
く
峡
田
に
煙
立
つ

◎
老
人
ク
ラ
ブ

▽
高
森

・
下
町
の
野
崎
保
男
さ
ん
か
ら

「楽
友
会
」

へ

▽
車
部

。
社
倉
の
青
木
レ
イ
さ
ん
か
ら

「福
寿
会
」

へ

▽
高
森

・
昭
和
の
佐
藤
民
人
さ
ん
か
ら

「
昭
和
会
」

ヘ

▽
高
森

。
昭
和
の
原
恒
〓
さ
ん
か
ら

「
昭
和
会
」

ヘ

取
材
に
伺

い
ま
す

「広
報
た
か
も
り
」
に
対

す

る
意

見
、
提
言
、
こ
う
し
た
い
よ
い
の
に
、

と
い
う
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
身
近
か
な
出
来
事
や

話
題
も
企
画
課
広
報
統
計
係
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
取
材
に
伺
い
ま
す
。

し

/dh、
t・■テリ

(

◎
町
社
会
福
祉
協
議
会

∧
香
典
返
し
∨

▽
高
森

。
昭
和
の
岩
木
孝
雄
さ
ん
か
ら

（父
、
計
さ
ん
。
６９
歳
死
去
）

▽
高
森

。
上
在
の
野
尻
昭
光
さ
ん
か
ら

（父
、
節
喜
さ
ん
・
８９
歳
死
去
）

▽
高
森

・
下
町
の
野
崎
保
男
さ
ん
か
ら

（父
、
満
男
さ
ん
。
７９
歳
死
去
）

▽
高
森

・
横
町
の
窪
田
政
義
さ
ん
か
ら

（母
、
ト
メ
オ
さ
ん
。
９６
歳
死
去
）

S59.10.l～ 10.31受イ」

(出生児)(性別)(卑月告)

【出  生】
(住所) (保護者)

（Ｈ村「̈
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

色見 継治
佐藤 増夫
村山 ヤ青二
石田 宗宏
本村 武吉
野中 謙三
槍木野泰吉

野
尻
さ
だ
む

野
尻
　
誓
道

熊
谷
起
代
女

草
村
あ
つ
代

馬
原
そ
の
女

草
村
　
鶴
代

熊
谷
　
つ
子

長
友
た
つ
子

野
尻
　
里
女

女

男

女

男
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子
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日

い
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佳

崇
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村

小

竹

佐

今

町

　

　

留

下
　
　
　
津

亡
日月

死
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続
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ｌ
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死
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ｋ
日

●

伝
承
遊
び

で
子
供

と
交
流

＝

盛

況

だ

高森線新たなスタ

六
月
か
ら
町
内
‥
会
場
で
行
わ
れ
て

い
た
健
な
大
学
が
、
成
ｍ況
の
う
ち
に
こ

の
ほ
ど
開
講
し
ま
し
た
。

急
速
に
高
齢
化
が
進
む
、
現
在
の
社

会
情
勢
の
中
、
と
後
の
生
き
が
い
と
、

心
の
ふ
れ
合
い
を
求
め
る
と
と
も
に
、

広
い
視
野
を
養

っ
て
、
家

庭
や

社
会

か
い

求
め
ら

れ
、
頼
ら
れ
る
高
齢
者
に

な
っ
て
も
い
お
う
と
、
高

森
、
河
原
、
革
部
の
三
地

区
で
開
か
れ
て
い
た
も
の

で
す
。
今

村

教

育

長
の

「那
馬
台
国

と

阿

蘇

南

郷
」
の
講
義
で
始
ま
っ
た

講
座
は
各
会
場
八
回
ず

つ

開
か
れ
、
延
べ
六
百
七
十

八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の

ほ
ど

行

わ

れ
た

「保
育
目
訪
問
」
で
は
、

■
さ
に
馴
れ
て
、
物
の
大

切
さ
を
忘
れ
が
ち
な
子
供

た
ち
に
、
手
作
り
の
物
で

も
楽
し
く
遊
べ
る
こ
と
を

知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
受

講
生
が
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
で
作

っ
た
竹

馬
、
竹
ト
ン
が
、
水
鉄
砲
、
お
じ
ゃ
め

（
お
１
に
）、
民
中
な
ど
の
伝
承
遊
び
の

道
具
を
準
備
し
て
河
原
、
卓
部
保
育
同

と
高
森
幼
稚
田
を

‐
‐方
‐‐――
●
約
二
時
間
に

わ
た
り
竹
馬
の
乗
り
方
、
竹
ト
ン
ボ
の

飛
ば
せ
方
な
ど
を
教
え
な
が
ら
ｒ
供
と

の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た

が
、
め
ず
ら
し
い
遊
び
に

人
喜
び
の
国
児
か
ら
は
、

受
講
生

一
人
ひ
と
り
に
園

児
手
作
り
の
首
ｆ１ｌｉ
り
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か

「幕
い
し
の

中
の
俳
句
」

（山
村

虻
ｒ

さ
ん
）

「押
化
１１１
」

（体
藤
剛
さ
ん
）
の
趣
味

の
講
座
を
は
じ
め
、

「高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
」

（平
田
医
師
）
　

「
こ
後
の

生
き
が
ヽ
に
つ
い
て
」

（
山
ド
車
部
中

学
校
長
）

「
電
話
の
知
識
」

（高
森
電

服
電
話
―，‐
，
）
な
ど
多
彩
な
内
容
の
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

嘲
濶
祠
鯰
蒻
颯
鶯
褥
餃

第
六
回
高
森
線
特
定
地
方
交
通
線
対
策
協
議
会

（議
長

・
馬
場

一
精
九

州
運
輸
局
長
）
が
、
十

一
月
十
七
日
熊
本
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
高

森
線
を
第
ニ
セ
ク
タ
ー
で
存
続
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
め
ま
し
た
。
早
け

れ
ば
来
春
に
も
新
会
社
を
設
立
し
、
来
年
末
に
は
九
州
初
の
第
三
セ
ク
タ

ー
鉄
道
が
誕
生
す
る
予
定
で
す
。

り
ま
す
。

正
式
に
決
定
し
た
事
項
は
、
地
元
六

町
村
で
新
会
社
を
設
立
し
高
森
線
を
運

営
、
資
本
金
を
一
億
円

（転
換
交
付
金

五
億
三
千
三
百
万
円
か
ら
充
当
）
と
す

る
。
基
金
五
億
円
を
設
立
し
、
運
営
に

よ
る
赤
字
補
て
ん
に
充
て
る

な

ど

で

す
。転
換
交
付
金
は
、
廃
止
対
象
路
線
の

一
キ
ロ当
り
に
三
千
万
円
交
付
さ
れ
る
も

の
で
、
延
長
十
七

・
七
♂
の
高
森
線
は

五
億
三
千
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
転
換
交
付
金
は
、
レ
ー
ル
バ
ス

購
入
な
ど
の
初
期
投
資
に
一
億
七
千
五

百
万
円
、
定
期
差
額
負
担
に
三
千
百
万

円
、
基
金
に
二
億
二
千
五
百
万
円
が
充

て
ら
れ
ま
す
ｃ

初
期
投
資
は
、
　

両
約
四
千
三
百
万

円
の
レ
ー
ル
バ
ス
ニ
両
の
購
入
、
保
線

作
業
用
の
検
収
車
の
購
入
、
五
駅
増
え

て
十
駅
と
な
る
駅
年
目
の
建
設
費
に
使
わ

れ
ま
す
。

定
期
差
額
は
、
運
賃
が
現
行
の
約

一

・
五
倍
に
な
る
予
定
で
す
が
、
定
期
券

利
用
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る

た
め
、
通
勤
者
に
は
開
業
か

ら

一
年

間
、
通
学
生
に
も
開
業
時
か
ら
事
業
ま

で
の
差
額
を
負
担
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
Ｈ
標
額
五
億
円
の
基
金
は
、
転
換
交

付
金
か
い
ｆ
億
１
千
五
百
万
円
、
県
と

地
元
六
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
六
千
万
円
、

民
間
か
ら
の
拠
出
金
を
五
千
圧
百
万
円

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
基
金
の
利
息
を

約

二
千
五
百
万
円
見
込
ん
で
お
り
、
第

二
七
ク
タ
ー
ー
ーーー
で
１
想
さ
れ
る
赤
字

を
補
う
計
画
で
す
。

通勤、通学時に走る予定の 2両編成レールバス (予想図)

●

● ●

園児から首飾 りをかけてもらう受講生
νつ

た

健

六F

_二´
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二ヽと
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1月 15日 に成人式
希望者は12月 25日 まで連絡を

褻
税
の

源辟
ミ

一 こ
の
日
の

一協

議

会
に

は
、
馬
場
九
州

運

輸

局

長
、
茂
原
熊
本
鉄
道
管
理

―
‐‐
，
長
、
細
川
知
事
、
瀬
井

町
長
を
初
め
阿
蘇
南
部
六

町
村
長
』
が
出
席
し
ま
し

一に。ま
ず
、
細
川
知
■
が
―

月
‐
十
．
＝
に
開

か

れ

た
、
第
五
回
高
森
線
対
策

連
絡
協
議
会
の
合
意
Ｉ
項

を
報
告
、
協
議
の
結
果
、

地
元
町
村
に
よ
る
第
１
七

ク
タ
ー
条
を
全
李
■

致
で

了
承
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
／１‐
―
六

年
九
月
に
第

一
次
赤
字
廃

ＩＬ
対
象
路
線
に
指
定
さ
れ

て
以
来
、
高
森
組
特
定
地

方
交
通
＝
対
策

協

議

会

で
、
第
二
七
ク
タ
ー
に
よ

る
存
統
か
、
バ
ス
転
，
か

で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て

ヽ
た
高
森
社
は
新
し
て
ス

タ
ー
ー
を
切
る
こ
と
に
な

問
い
　
だ
―
五
年
の
九
月
に
、
床

面
積
九
十
五
平
方

日
の
住
宅
を
新
築

し
ま
し
た
が
、
二
十
九
年
分
の
円
定

資
産
税
が
三
倍
に
な
り
ま
し
た
。
な

ぜ
で
し
．
う
か
。

答
え
　
新
築
の
住
宅
に

つ

い

て

固

定

資

産

税

ｏ

は
、
床
面
積
百
平
方
材
ま
で
の
三
分

の
一
の
額
に
つ
い
て
、
三
年
間
固
定

資
産
税
の
減
額
措
置
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
あ
な
た
の
場
合
、
五
十
九
年
か

ら
そ
の
適
用
が
な
く
な
り
、
あ
た
り

前
に
課
税
さ
れ
た
た
め
税
額
が
上
が

一知
識

高
森
線
の
利
用
訴
え
る
　
　

竜
市
か
ら参

加
ｔ
た
小
学
■

体
暇
村

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
く
　
が
「基
金
作
り

に
役
」ヽ′
て
て
」

高
森
，
を
も

っ
と
利
用
し
て
く
だ
ヽ
一
　

と
こ
つ
こ
？
た
め
た
小
遣
ヽ
を
瀬
井
町

い
と

「高
森
組
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
　

長
に
手
渡
し
、
高
森
線
問
題
の
関
心
の

ン
第
九
回
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
健
康

マ
　

・尚
さ
を
伺
せ
ま
し
た
．

ラ
ツ
ン
大
会
」
が
卜

一
月
ニ
ト
‐
日
‐ｌｉ‐
　
　
は
だ
寒
く
、　
マ
ラ
ツ
●
ン
に
は
ま
す
ま

体
暇
村
を
ス
タ
ー
ト

・
ゴ
ー
ル
に
開
か
　

す
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
午
前
―

れ
、
約
五
百
人
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。　
　
　
時
、
小
学
校
低
学
年
男
ｒ
の
二
十
ロ
コ

熊
本
市
、
一̈」叫
尾
市
な
ど
県
下
各
地
か
　

―
ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
ｃ
．
ギ
ロ
、
／‥―
キ
ロ
、

ら
も
高
森
■
を
利
用
し
て
約
百
人
が
参
　
十
キ
ロ
の
Ｆ

．
柿
＝
で
、
小
学
生
か
Ｌ
品

加
。
午
前
■
時
１
１
分
か
ら
行
わ
れ
た
　
晰
者
ま
で
ヵ
た
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
新
成

人
の
誕
生
を
祝
う

「成
人
式
」
の
式

典
を
、　
一
月
十
五

日
午
前
十
時
か
ら

林
業
総
合
セ
ン
タ

ー
で
行
い
ま
す
。

今
回
の
該
当
た

は
、
昭
和
三
十
九

年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
四
十
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
す
。
成

人
式
に
出
席
し
た

い
人
は
、
十
二
月

■
１
だ
＝
ま
で
に

中
央
公
民
館
に
連

絡
し

て
く

だ

さ

い
。
案
内
状
を
■

し
―‐
げ
ま
す
●

ま
た
、
町
外
に
就
職
し
た
り
し
て
、

本
町
に
に
民
登
録
が
し
て
な
く
て
も
、

郷
里
で
成
人
式
を
済
ま
せ
た
い
と
い
う

人
に
も
案
内
状
を
差
し
上
げ
ま
す
．
そ

こ
で
、
ご
家
族
に
こ
の
よ
う
な
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
中
央
公
民
館
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
Ｏ
②
ｌ
７
９
２

◇

行

事

予

定

▽
十
二
月
十
六
日
　
町
村
対
抗
阿
蘇

山

一
周
駅
伝
＝
午
前
十
時
高
森
町
役
場

ス
タ
ー
ト

〉
十
二
月
十
九
日
　
県
移
動
図
書
＝

午
後
三
時
か
ら
高
森
町
役
場
陸
戦
・Ｌ

▽
十
二
月
二
十
日
　
町
移
動
図
書
＝

色
見
、
上
色
見
、
高
森
地
区

▽
十
二
月
二
十

一
日
　
町
移
動
図
書

＝
河
原
、
野
尻
、
草
部
南
部
、
草
部
北

部
地
区
▽
一
月
十
五
日
　
成
人
式
＝
午
前
十

時
か
ら
高
森
町
林
業
総
合
七
ン
タ
ー

っ
た
訳
で
す
ｃ

減
額
の
要
件
と
し
て
は
　
▼
居
住

用
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

（車
庫
や
倉

庫
は
除
か
れ
ま
す
）
　

Ｖ
床
面
積
が

四
十
平
方

騎
以
上
百
六
十
五
平
方
研

以
下
で
あ
る
こ
と

（店
価
な
ど
と
の

併
用
住
宅
は
居
住
部
分
が
四
十
平
方

研
以
上
百
六
十
五
平
方

嗜
以
下
）

▽
課
税
評
価
額
が
、　
一
平
方
膚
当
た

り
、
木
造
の
場
合
八
万
千
円
な
ど
で

す
ｃ

一″笏
●
＝
一

一〃一一一彩
●
一
一

妙

一̈
一̈

魏

一 ・一一

一

|||`|llililillll,サ:′サ|,,,,I,,,I,,1,11,1,,,1,1,:;:::|::‐ ,||::|||::|::|:|::::il:11111

隋
一一

中

41

E===コ

鯰
鰊
″́一

1■‐

‐●
‐
|■゛


